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院内掲示物
の課題

①掲示スペース・場所が限定さ
れており、情報量やサイズに制
限。

②移動が難しい患者さんは見る
ことができない。

③混雑する場所では、掲示前の
スペースで密集してゆっくり掲
示を見ることが難しい。



お知らせしたいことと、

その掲示スペースが

釣り合っておらず、

情報が小さくしか表示

できず読みにくい



そこで、、、

仮想空間内への展示を可能としました



場所案内も通路上に掲示できる
※サンプル空間で実際のマップには掲示しておりません



空中だけでなく壁にも掲示できる。
※サンプル空間で実際のマップには掲示しておりません



2F 整形外科外来前に現在掲示中の診療情報



右上にミニマップ機能を追加

どこで、どちらを向いているかがわかります！



右上にミニマップ機能を追加



マップへは岡山大学病院ホームページの「交通・施設案内」から、
もしくは、病院内にQRコード付きの案内掲示(右上図)をしており、患者さん自身の
スマートフォンで読み取ると、スマホ上で閲覧が可能です。

岡山大学病院
ホームページ



今後の予定

✓ 岡山大学病院に初めて来る患者さんが、事前に院内施設を確認
してもらえるように、院外からのアクセス拡大を目指して告知
を発信していく

✓ 各診療科からの掲載希望情報の搭載をすすめる

✓ 学生や看護師さんの作成されている掲示物など、診療科を問わ
ず、多くの患者さんに見てもらいたい情報などは、期間ごとに
大きく掲示して充実したコンテンツとしていく



世界肝炎デー特別展 開催中


